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「学びと活動の循環をつくる」
～学校・家庭・地域の連携・協働について～
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多摩市の取り組みについて
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多摩市教育委員会教育振興課
地域教育力支援コーディネーター

山崎 源太



学校支援地域本部
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学校活動・環境整備・地域未来塾・地域活動



多摩市では

平成23年度よりスタート

地域住民・元教員・元PTAなど

各学校教育連携コーディネーターとして配置

多摩市全体を統括する

地域教育力支援コーディネーターを配置

（統括コーディネーター）
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教育連携コーディネーターとは？

学校・家庭・地域が一体となって、地域ぐる
みで子どもの成長を育む体制を整えることを
目的として、学校が求める支援活動とボラン
ティア（支援員）との間にたち、相互の適切
な連携関係を作り、総合的な連絡調整をする
役割を担っています。
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統括コーディネーター

現在東京都教育委員会も統括コーディネーター
を各自治体に配置することを目指している

主に学校とコーディネーターと地域の方の相談役
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地域学校協働本部
（地域学校協働活動）
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地域学校協働活動を推進するために

課題でもあった学校と話をする場

（定例会を学期に一度以上開催）

学校に入る支援団体と緩やかな連携を図り、
協力・協働・連携を行う

→無理のない範囲で各支援団体の活動を知る

→顔の見える関係をつくる

→学校との連携・協働
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コミュニティ・スクール
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コミュニティ・スクール

現在の学校運営連絡協議会を学校運営協議会へ

（令和4年度までに）

学校運営協議会

学校の教育課程や学校経営計画の熟議・承認

教員の公募

「ともに育つ、ともに生きる地域の学校」を目指して

10



多摩市が目指すもの
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親が安心して通わせたくなる学校

子どもが通いたいと思える学校
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子どもが大人になって地元に戻り

自分の子どもを通わせたいと思える学校
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多摩中学校地域学校協働本部
の取組について
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多摩中学校
校長 前島 正明

多摩中学校地域学校協働本部
代表 塩田 明美



多摩中学校支援地域本部

15

平成２３年８月に発足

学校･家庭･地域が一体となって地域ぐるみで
子どもを育てる体制を整え､教育活動支援を行い､
教育の充実を図る。

多摩中学校地域学校協働本部
平成３０年４月に改称・改編

学校･家庭･地域が協働し、地域全体で子どもの
学びと成長を支え､地域を創生する活動を推進する。

地域社会全体の
教育力の向上

地域の活性化
安心して暮らせる

環境づくり

平成３１年度
コミュニティ
スクール



多摩中学校地域学校協働本部

地域学校協働活動推進員
（教育連携コーディネーター）

地域学校協働本部事務局

地域学校協働活動ボランティア

学習部門 校内環境整備部門 行事部門

定例会
（毎月1回）
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多摩中学校育てたい子ども像

多摩中近隣地域を班ごとに巡り、地域の史跡
や文化遺産を探索し、地域の歴史や伝統文
化への理解を深める。地

域
め
ぐ
り

東京の名所や史跡を訪れ、
日本の伝統文化や江戸を
中心とした歴史についての
理解を深める。

東
京
・江
戸
め
ぐ
り

地域に在住する日本の伝統・文化に造詣の深い講師を招き、着
付け、茶道、華道、畳作りなど１2コースの「伝統文化継承」講座を
開設し、体験学習を行い、日本や地域の素晴らしさを学ばせ、継
承しようとする態度を育成する。

伝
統
文
化
継
承
会

日
本
の
伝
統
文
化

学
習
・
体
験
・継
承

自
国
文
化
理
解

国際交流プログラム
他国文化理解
国際交流

○海外生徒の本校訪問・交流
イギリス、インドオーストラリア、スリランカ、タイ、台湾、トルコ、
ハンガリー、ベトナム、ロシアなど１３カ国１４校から海外生徒５
６名を本校に招き、本校生徒と交流した。

○本校生徒・海外生徒の交流プログラム
本校を訪問した１３カ国５６名の海外生徒と本校生徒２０名が栃
木県那須で合同生活体験を行い、交流を深めた。

○本校生徒の海外体験
本校生徒６名と教員１名が台湾を訪問し、現地校での交流活
動や授業体験、文化施設等の視察などを通して、台湾の中学
生との交流や台湾の歴史や文化の学習を行う予定。

（写真は平成27年のベトナムへの海外体験のときのもの）

ESD
（持続発展教育）

ユネスコ
スクール

「国際社会で活躍できるグローバルな人材の育成」
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外部人材・関係団体

講師要請

講師情報の提供

講師発掘、連絡・調整
おもてなし

授業への
支援・協力

授業での指導・支援

講師依頼
連絡・調整
打ち合わせ

地域学校協働本部 学 校

生 徒

教育活動の支援

18



地域巡り（１年生）
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多摩中近隣地域を班ごとに巡り、地域の史跡や文化遺
産を探索し、地域の歴史や伝統文化への理解を深める。



伝統文化継承会（２年生）
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地域に在住する日本の伝統・文化に造詣の深い講師
を招き、着付け、茶道、華道、畳作りなど１2コー
スの「伝統文化継承」講座を開設し、体験学習を行
い、日本や地域の素晴らしさを学ばせ、継承しよう
とする態度を育成する。

着付け 華道 畳



布草履 なぎなた 陶芸

組み紐 折り紙 お囃子

貝合わせ

めかい 茶道
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キャリア教育（３年生）
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企業のトップをされている方の「未来を考える」の講
義から社会でどのように生きていくべきかについて、
ライフプランニングのシミュレーション実習から将来
設計の描き方について、助産師の講話から大人になる
ということ・命とは何かについて学習させる。

経済同友会の講師
４名による講義

ソニー生命による
ライフプランニング

助産師による講話
「生命の大切さ」



自立活動の支援（Ｆ組）
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本校の自閉症・情緒障害特別支援学級（Ｆ組）で実施
されている自立活動を支援し、障害のある生徒に豊か
な感性、地域人材との交流を通して社会性を育てる。

陶芸教室
ゆう桜ヶ丘とのコラボ
野外展

伝統文化継承会



学習部門

多摩中みらい塾（水曜日放課後）
（地域未来塾）

サポートスクール（月・水曜日放課後＆土曜日）

漢字検定試験 年３回 182名受検

英語検定試験 年３回 268名受検

数学検定試験 年２回 33名受検

○補習教室支援

○検定試験の運営（本校試験会場）

学生ボランティア
・ピアティーチャー
の募集・おもてなし
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校内環境整備部門 畑・花壇の整備

野外活動部の指導

ＰＴＡ緑化ボラン
ティアとの連携25



行事部門
地域との
交流事業

そうめん流し
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行事部門
地域との
交流事業

芋 煮 会
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行事部門
地域との
交流事業

野 点
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行事部門
地域との
交流事業

避難所宿泊訓練
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中国の中学生との交流
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中国の西北師範大学第二中学校よりの７３名の生徒の
訪問・交流に際して、おもてなしで協力・支援した。



海外生徒日本体験プログラム 2014・2018

イギリス、インド、タイ、台湾、トルコ、ハンガリー、
ロシアなどからの生徒の訪問・交流に際して、おもてなし
で協力・支援した。
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多摩中学校地域学校協働本部のすごいところ
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○規約が整備され、活動がぶれない。

○財源の確保に努め、実効ある予算執行を行っている。

○管理職、教員と忌憚のない意思疎通を図っている。

○教育委員会、関係団体等と緊密に連携・協力している。

○多様な人的ネットワークをもち、活用している。

平成３０年度
東京都教育委員会感謝状
「学校教育活動支援部門」

平成２９年度
多摩市青少年問題協議会
「青少年対策協力者」表彰

「多摩中をよくしていこう」という強い志（愛情）
献身的な企画力・行動力

強い絆、代表を中心とした求心力、協力体制


